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【研究プロジェクト名および概要】 
 
 

Ⅰ. 聴覚皮質と聴覚視床の構造と機能および可塑性に関する研究 

 

Ⅱ．難聴の細胞・分子機構に関する研究 

 

Ⅲ. 情動における島皮質の役割に関する研究 

 

 

我々は、大脳聴覚皮質の新規領域（J Neurophysiol 2007; Brain Struct Func 2018）、島皮質聴覚野（Eur J Neurosci 

2011）、聴覚視床の新規亜核（Hear Res, 2023）並びに皮質の新規機能構造（Cerebral Cortex, 2006）を見出

してきた。また、加齢による難聴が早く進行するマウスモデルも確立した（J Physiol 2012）。現在、光遺

伝学、化学遺伝学、電気生理学、イメージングと分子生物学的な手法により、聴覚機能と聴覚に基づく学

習の神経基盤および難聴を解明する研究に焦点を当てている。 
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【ホームページ】 http://srv02.medic.kumamoto-u.ac.jp/dept/physiol2/physiol2.html  
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【特殊技術・特殊装置】  

 

1. 神経活動の実時間イメージング  4.  超高速カメラ 

2. パッチクランプ法 5. 音声作成・分析・測定装置 

3. げっ歯類行動学習 6.  多チャネル細胞活動記録装置 

7.  オプトジェネティクス             8.  ケモジェネティックス 
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